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神戸商工会議所 経営発達支援計画 

外部有識者委員会 実施報告 

神戸商工会議所 

 
１．当商工会議所の経営発達支援計画の概要 

実施期間 令和 3年 4月 1日～令和 8年 3月 31 日 

目標 

経営発達支援事業の目標 

（１）小規模事業者のビジネス環境の整備と都市魅力の創出 

（２）小規模事業者の新たな需要開拓の推進 

（３）小規模事業者の長期的な経営基盤の強化 

市内企業の太宗を占める小規模事業者は、地域における社会資本・生

産活動・雇用創出の重要な担い手である。一方で、経済のグローバル化、

AI・IoT の急速な普及、また、生産年齢人口の減少や高齢化といった我

が国を取り巻く産業・社会における構造変化は、神戸においても例外な

く地域振興上の大きな課題となっており、小規模事業者の事業環境に大

きな影響を与えている。 

神戸商工会議所及び神戸市は、地元経済を支える基盤である小規模事

業者を支援するため、販路開拓を通じた売上向上による企業体質の強

化、創業支援や金融支援等きめ細かな支援の拡充、都市魅力の向上によ

る経営環境の改善を柱に、環境変化を乗り越え、次世代に輝く小規模事

業者の育成を図る。 

 

当商工会議所では市内小規模事業者の持続的発展に向け、他の支援機関との連携の下、 

下記の事業に取り組む。 

事業内容 

経営発達支援事業の内容 

３－１．地域の経済動向調査に関すること 

・地域経済動向に関する外部情報の収集・分析と地区内事業者の

アンケート調査を実施する。 

３－２．需要動向調査に関すること 

・商談会や展示会等において意見収集及び分析を行い、整理・分

析して結果を出展者等にフィードバックし、今後の支援に活

用する。 

４．経営状況の分析に関すること 

   ・マル経融資利用者、持続化等各種補助金の申請者、当商工会

議所の創業支援を受けて創業した事業所に対し、各事業所の

希望に沿ったレベルで経営状況分析を実施する。 

５．事業計画策定支援に関すること 

   ・中小企業診断士をはじめとする外部専門家等も活用しなが

ら、経営者の要望に沿った支援を実践する。 

６．事業計画策定後の実施支援に関すること 

・計画策定事業者に対する定期的なフォローアップを実施する。 
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・必要に応じて中小企業診断士をはじめとする外部専門家等を 

活用して事業計画とのズレを検証し、修正を行う。 

７．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること 

・個別商談会・商品展示会等を企業の多様なニーズに応えて、業

種別・ターゲット別に幅広く開催する。 

 

２．本計画の令和 4 年度の目標・実績について 

 ・当商工会議所が計画した各種支援事業と令和 3年度に掲げた目標値及び実績値は以下の通り。 

 

令和４年度実施結果 

項目 
４年度の 

目標値 

４年度の 

実績 

目標 

達成度 

３－１．地域の経済動向調査に関すること ９回 ８回 〇 

３－２．需要動向調査に関すること １１０社 ２２２社 ◎ 

４．経営状況の分析に関すること ２０４件 ５６１件 ◎ 

５．事業計画策定支援に関すること ２０４件 ３９５件 ◎ 

６．事業計画策定後の実施支援に関すること １２２社 ５５６件 ◎ 

６．売上・利益率増加事業者数 ２０社 ２６社 〇 

７．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること ９２０社 ７７６社 ○ 

 

 

 

 

 

３．外部有識者委員会 開催結果 

（１）日時・会場 

令和 5 年 10 月 16 日(月)～11 月 1 日（水） ※書面会議にて開催 

（２）出席者 

【委 員】 
神戸市経済観光局               経済政策課長 杉森 荘太 氏 
公益財団法人ひょうご産業活性化センター    経営推進部長 足立  宰 氏 
公益財団法人神戸市産業振興財団        総務企画部長 広瀬 智一 氏 
株式会社日本政策金融公庫     神戸創業支援センター所長 関谷 善行 氏 
神戸密着経営             代表・中小企業診断士 西口 延良 氏 

 
【事務局】 

神戸商工会議所           中小企業振興部長   柳生 利昌 
   〃                  〃 担当部長 小林 和弘 

〃                  〃   次長 藤原  聡 
      〃                  〃 担当課長 東山 卓也      

（３）各委員から寄せられた意見・今後の期待等について 

評価の目安 
◎：十分達成(目標値の 100％以上) ○：概ね達成(目標値の 70％以上 100％未満)  
△：未達成(目標値の 40％以上 70％未満) ×：未達成(目標値の 40％未満)  
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・令和４年度も、昨年度に引き続きコロナの影響を受け運営に苦慮されたと思うが、目標

値に対して各項目について概ね達成している。 
・経営状況の分析はマル経融資と兵庫県新事業展開応援事業支援先を対象として行ってお

り、融資と補助金を効果的に活用されており地元神戸の小規模事業者を引き続き支援し

て頂きたい。 
・マル経融資は当年度（令和５年度）は創設５０周年で低利で経営改善を図れる有効なツ

ールであり、今後もマル経の活用を積極的に推進して頂きたい。 
・ＳＤＧｓについて国内の中小企業はまだまだ対応が遅れている。世界中の企業が、目標

達成に向けて経営の変革を目指しているので、兵庫県内の企業が世界の流れに取り残さ

れないようにＳＤＧｓの普及啓発に今後力を入れて頂きたい。 
・販路開拓については、昨年同様にコロナ渦で当初予定していたリアル型の合同展示商談

会などは実施できなかったが、今後もオンライン等を活用して時代に適合した新たな支

援を行って頂きたい。 
・普段、直接神戸市内事業所と接する機会がないので、事業者の生の声を聞かせて頂き、

傾向等を報告頂けると参考になる。 
・創業支援が今後重要だと考えている。アフターコロナの時代で若者や女性、シニア層が

新たに起業するケースも今後増えてくると思われ、創業支援についても各機関と連携し

て取り組んで頂きたい。 

 

以 上 


